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東海第二発電所 残留熱除去系海水系配管の減肉について 

 

当社、東海第二発電所（沸騰水型軽水炉、定格電気出力１１０万キロワット）は、

第２４回定期検査（平成２１年９月７日開始）において、残留熱除去系＊１海水系配管

（Ａ）系のライニング修繕工事＊２を実施していたところ、建屋貫通部付近の熱交換器

入口側海水配管外面の一部に腐食跡を確認しました。そのため、当該部の肉厚測定

を実施したところ、減肉により必要最小厚さ（７．０８ｍｍ、管の外径に応じて定

められる管の厚さ）を満足しない部位が１箇所（６．７ｍｍ）確認されました。 

今後、当該配管が減肉した原因について調査するとともに対策を検討してまいりま

す。 

 

本事象は、実用炉規則＊３第１９条の１７の３号の報告事項に該当しております。 

現在は、定期検査中であり、本事象が原子炉の安全上に影響を与えるものではあり

ません。又、この事象による周辺環境への影響はありません。 

 
 

＊１：「残留熱除去系」は、原子炉を停止した後に冷却（燃料の崩壊熱の除去）を行う。この時、熱交

換器を使用するが、冷却水として海水を用いている。 

＊２：残留熱除去海水系配管内面のライニング修繕を第１５回定期検査時より計画し実施しており、第

２５回定期検査時に終了する予定。配管内面ライニングをタールエポキシ材等から劣化しにくい

ポリエチレン材等に張り替える。 

＊３：実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則。 

 

 

添付資料：残留熱除去系海水系配管の系統概要 
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残留熱除去系海水系配管の系統概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海港 

太平洋 

減肉部の説明 

必要最小肉厚を満足しない箇所・・・１箇所 

場  所・・・建屋貫通部（配管下部付近） 

最小肉厚・・・６．７ｍｍ 

 

＜参考＞ 

配管材質：ＳＭ５０Ｂ（炭素鋼） 

公称肉厚：１２．７ｍｍ 

外  径：５０８．０ｍｍ 

必要最小肉厚：７．０８ｍｍ 
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茶色部分は錆止め塗装によるもの 

原子炉 

再循環ラインへ 

残留熱除去系ポンプ 原子炉再循環ラインから

 


